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平成 29年 6月 6日 

やまがたゆきみらい推進機構 

 

 

 

 



平成 29年度総会 次第 

 

 

  １．開  会 

 

 

  ２．あいさつ 

 

 

  ３．議  事 

 

    【第１号議案】平成 28年度事業報告について 

    【第２号議案】平成 28年度収支決算について 

     【第３号議案】役員の改選について 

    【第４号議案】平成 29年度事業計画（案）について 

    【第５号議案】平成 29年度収支予算（案）について 

   

４．そ の 他 

 

 

  ５．閉  会 

 



第１号議案 
平成 28 年度事業報告（案）について 

期日 事業名 備考 

6 月１日 

第１回運営幹事会 

 ・平成 28年度総会議案について 

平成 28年度総会・記念講演会 

・やまがたゆきみらい推進機構調査・研究支援発表 

「雪処理に関わる用具・道具の摩擦係数の測定」東山 禎夫 氏 

・講演：『「結」の精神で地域を元気にする除雪とは』 

株式会社成和技術 専務取締役 二藤部久三氏 

 

6 月 22日 
雪に強い住宅モデル模型修繕〔克雪部会〕 

依頼先：東北芸術工科大学 
 

6 月 24日 「宅地内雪処理ガイド」制作発行〔克雪部会〕  

8 月 5日 

真夏の親子雪体験バスツアー〔利雪部会〕 

見学先：JA新庄市雪むろ倉庫、新庄市雪の里情報館、 

雪氷防災研究センター新庄雪氷環境実験所 

参加者 26名 

10月 22 日 

～23 日 

消融雪設備技術展示会／山形県総合運動公園・県農林水産祭内 

〔克雪部会〕 

７社出展 

来場者約 393 名 

11月～3 月 雪かき指導者「雪かきマスター」募集〔ボランティア部会〕 
新規 3 名 

（H28末：77名） 

12月～3 月 
除雪ボランティア活動実施予定調査・活動ＰＲ 

〔ボランティア部会〕 
 

12月～2 月 

雪下ろし講習会への講師派遣 

・尾花沢市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ（12/9、12/16） 

・南陽市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ(12/20） 

・(一社)最上労働基準協会（12/21） 

・新庄・最上地域ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ（1/26） 

・尾花沢市寺内地区公民館（1/28） 

・最上地域雇用創造推進協議会（2/25） 

 

計７回 

1 月 12日 
第２回運営幹事会 

 ・やまがたゆきみらい推進機構の運営について 
 

1 月 29日 
自治会と行政による協働一斉除排雪（中止） 

 場所：村山市河島山地区（会議開催 2回）〔克雪部会〕 
 

1 月 29日 
雪かき塾開催支援/山形県立東桜学館高等学校（中止） 

 場所：村山市河島山地区〔ボランティア部会〕 
 

1 月 20日～ 

2 月 5日 
雪害事故防止週間（安全な雪下ろし・除排雪作業の集中的な啓発）  

1 月 25日 雪かき塾開催支援 ／ 尾花沢市立尾花沢中学校（尾花沢市） 

〔ボランティア部会〕 
 

1 月 29日 
山形県雪合戦大会第 9回平成の雪合戦開催支援（後援） 

蔵王みはらしの丘ミュージアムパーク〔事務局〕 
 

2 月 4日 
雪かき塾開催支援/村山市立葉山中学校（村山市） 

〔ボランティア部会〕 
 

2 月 8日 

雪かきに関する講習、実技指導/東北学院大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

 場所：徳良湖青少年自然研修センター（尾花沢市） 

〔ボランティア部会〕  

 



2 月 8日 

～10 日 

除雪ボランティア活動支援 〔ボランティア部会〕 

 東北学院大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

（東北学院大学・関東学院大学・山形大学） 

場所：尾花沢市内・大石田町内 

 

3 月 2日 
第３回運営幹事会 

 
 

3 月 
県内除雪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動状況取りまとめ 

 活動実績集約：3 月 17 日現在〔ボランティア部会〕  
 

通  年 
・｢雪氷熱エネルギー活用事例集｣改訂に関する情報収集及び編集 

・ホームページによる情報発信 
 

 



第２号議案

１．収入の部

（単位：円）

科　目 摘　　要

入 会 金 4,000 0 △ 4,000

広 告 料 90,000 70,000 △ 20,000
７企業（※）よりホームペー
ジにバナー広告掲載

雑 収 入 47 41 △ 6 貯金利子

繰 越 金 472,053 472,053 0

合　　計 566,100 542,094 △ 24,006

※ ㈱サン・エコ、㈱大仁、日本地下水開発㈱、フジヒロ㈱、

㈱アジアスター、㈱さとう電熱、㈱ScutSystem（敬称略）

２．支出の部

（単位：円）

科　目 摘　　要

通 信 事 務 費 5,000 0 △ 5,000 郵送料等

総会・運営幹事会経費 20,000 1,263 △ 18,737 総会・運営幹事会茶代

専門部会活動経費 300,000 159,587 △ 140,413
真夏の雪体験バスツアー
消融雪設備技術展示会
雪に強い住宅モデル型修繕

表 彰 関 係 経 費 6,000 3,834 △ 2,166
平成28年度やまがたゆきみらい
大賞表彰経費

ホームページ経費 4,000 3,816 △ 184
ホームページ運営経費
FC2サーバー使用料

調 査 研 究 費 50,000 0 △ 50,000

予 備 費 181,100 0 △ 181,100

合　　計 566,100 168,500 △ 397,600

３．差引残額

収 入 額 計 542,094 円

支 出 額 計 168,500 円

差 引 残 額 373,594 円（次年度に繰り越し）

予算額 決算額 差引増減

平成28年度収支決算（案）について

予算額 決算額 差引増減





第３号議案 

役員の改選について 
 
 会則第５の２により、「役員の任期は２年以内」としており、同第５の１により「総会の議決を

もって選出する」ことから、今総会にて役員の改選を行う。なお、会則第５の２但し書により「再

任はこれを妨げないもの」とされている。 
役職 氏名 所属・職名 備考 

会 長 飯 塚   博 山形大学工学部長  

副 会 長 

桂 木 宣 均 日本地下水開発株式会社代表取締役  

志 布 隆 夫 村山市長  

駒 林 雅 彦 山形県村山総合支庁長  

運 営 幹 事 

横 山 孝 男 山形大学大学院名誉教授 利雪部会 

山 畑 信 博 東北芸術工科大学建築・環境デザイン学科教授 克雪部会 

赤 塚 信 一 村山市袖崎雪むろ研究会事務局長 
（手打ちそば「ゆきむろ」店主） 利雪部会 

阿 部   修 
国立研究開発法人防災科学技術研究所 
雪氷防災研究センター雪氷環境実験室 
客員研究員 

克雪部会 

漆 山 友 紀 山形県社会福祉協議会主事 ボランティア部会 

大 滝 典 子 有限会社親和創建取締役トータルアドバイザー 克雪部会 

桂 木 聖 彦 日本地下水開発株式会社常務取締役 克雪部会 

菅 藤 広 一 尾花沢市宮沢雪プロジェクト会長 
（有限会社菅藤組代表取締役） 利雪部会 

小 杉 健 二 国立研究開発法人防災科学技術研究所 
雪氷防災研究センター雪氷環境実験室長 利雪部会 

小 玉   勇 大石田町福祉ボランティアいこいの会除排雪班 
（大石田町議会議員） ボランティア部会 

後 藤 芳 英 後藤電子株式会社代表取締役 克雪部会 

澁 谷 一 俊 朝日町民生児童委員協議会会長 ボランティア部会 

二藤部 久 三 株式会社成和技術取締役 ボランティア部会 

沼 澤 一 夫 尾花沢市社会福祉協議会事務局長 ボランティア部会 

沼 澤 貞 義 株式会社沼澤工務店代表取締役 利雪部会 

深 瀬   敏 公益財団法人山形県産業技術振興機構 
産学官連携コーディネータ 克雪部会 

水戸部 和 久 山形大学大学院理工学研究科教授 克雪部会 

柳 橋 健 司 北村山建設総合組合組合長 
（柳橋工務店代表） 克雪部会 

矢 萩 浩 次 一般社団法人山形県建築士会村山支部長 
（有限会社矢萩浩次設計事務所代表取締役） 克雪部会 

会 計 幹 事 庄 司 三 輝 山形大学工学部事務部研究支援課副課長  

監   事 佐 藤 洋 介 村山市政策推進課長  

監   事 安 井 正 義 尾花沢市定住応援課長  

事 務 局 長 岩 田   徹 山形県村山総合支庁北村山地域振興局長  

 



 

第４号議案 

平成 29 年度事業計画（案）について 

 

１．基本方針 

   降雪がもたらす県民生活への影響を軽減することを目的として、克雪住宅や消融 
雪設備の普及、除雪ボランティア活動の拡大、雪かき担い手の育成支援などの活動 

を展開していく。 
 
２．ゆきみらい推進機構事業の概要 

 

（１）消融雪設備の普及 

   県民に向けた消融雪設備の技術披露及び意見交換の場を設け、消融雪設備の普及 

及び事業者における開発推進を図る。 

 

（２）除雪ボランティア活動の拡大に向けた取組み 

   県内市町村の除雪ボランティア活動状況を取りまとめたうえで、情報共有を行う

と共に、地域の除雪ボランティア活動団体や関係機関等の課題共有・意見交換を目

的とした雪サロンの開催により、除雪ボランティア活動の推進及び普及拡大を図る。 

 

（３）除雪や雪下ろし等に関する指導者認定制度の運営 

   除雪ボランティア活動や地域共助での除排雪作業を行う際のリーダー的役割を担 
  う人材を確保・育成や中高校生等の担い手を育成するため、また安全なボランティ 
  ア活動の普及拡大のため、雪かき指導者認定制度の運営を行う。 
 

（４）機構の運営のあり方についての検討 

今後の機構の運営のあり方について、自律的な運営、組織体制の見直しなどを中心

に運営幹事会で検討を行う。 
  
 

 

 



 

３．ゆきみらい推進機構事業実施計画 

 

４．村山総合支庁北村山地域振興局が実施する事業との連携 

 

時期 事業名 備考 

 ６月 

○ 運営幹事会 

○ 平成 29年度総会・記念講演会 

○ 雪氷熱エネルギー活用事例集改訂 

（雪氷熱活用県産商品掲載） 

 

 

利雪部会 

  ９月 ○ 運営幹事会  

１０月 

 以降 
○ 消融雪設備技術展示会 克雪部会 

１０月～ 

１１月 
○ 雪サロンの開催 （村山地域及び庄内地域） 

ボランティア部会 

 

１２月～ 

  ３月 

○ 県内除雪ボランティア活動状況取りまとめ及び情報共 

  有など 

○ 雪かき指導者「雪かきマスター」の募集 

 （雪かき指導者認定制度の運営） 

ボランティア部会 

 

ボランティア部会 

 

 ３月 ○ 運営幹事会  

通 年 

○ 専門部会の開催（随時） 

○ ホームページ等による情報発信 

○ 機構の運営のあり方についての検討 

各部会共通 

各部会共通 

運営幹事会 

○ 安全な雪処理作業の普及促進 

○ 中高生・大学生の持続的な除雪ボランティア活動に向けた支援 

○ 地域住民の協力による効率的・持続的な除排雪体制づくり 



第５号議案

１．収入の部

（単位：円）

科　　目 摘　　要

入 会 金 2,000 4,000 △ 2,000 新規会員（個人、法人各１）

広 告 料 70,000 90,000 △ 20,000
ホームページバナー広告料
（7社）

雑 収 入 41 47 △ 6 貯金利子等

繰 越 金 373,594 472,053 △ 98,459

合　　計 445,635 566,100 △ 120,465

２．支出の部

（単位：円）

科　　目 摘　　要

通 信 事 務 費 5,000 5,000 0 郵送料等

総会・運営幹事会費 20,000 20,000 0 総会、運営幹事会経費等

専門部会活動費 190,000 300,000 △ 110,000
消融雪設備技術展示会、雪サ
ロン、雪氷熱エネルギー活用
事例集印刷等

表 彰 関 係 経 費 0 6,000 △ 6,000

ホームページ経費 4,000 4,000 0 ホームページ運営経費

調 査 研 究 費 0 50,000 △ 50,000

予 備 費 226,635 181,100 45,535

合　　計 445,635 566,100 △ 120,465

平成29年度収支予算（案）について

本年度予算額前年度予算額 差引増減

本年度予算額前年度予算額 差引増減
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